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はじめに 
 清代マンチュリア史についての研究は大きく進
展しており、多数の新たな事実や論点が主張され
ている。筆者はこれまで、清代マンチュリア史に
関する研究史整理の論考をいくつか発表してきた
[塚瀬進2012、2013]。本稿では、マンチュリアを
めぐる露清関係史と中朝関係史についての研究を
整理してみたい。 
 
第１章 露清関係史 
①概説 
 戦前に出された、マンチュリアをめぐる露清関
係史ついての概説的な著作には以下がある。宮崎
正義[1922]は、ロシアによるシベリアへの勢力拡
大から北京条約の締結までを、ロシア語文献、漢
文史料を典拠に述べている。内藤智秀[1942]は典
拠文献の注記はないが、清初からロシア革命まで
の概略について記述する。サッヴィン[1935]は、
シベリア征服の開始から1924年までのロシア(ソ
連)と中国(清朝)の関係史であり、日露戦争までは
露清関係史を基調に叙述し、以後はロシア(ソ連)、
中国、モンゴルの関係史を叙述している。ベ・ア・
ロマノフの著作は、今日でも19世紀以降のロシア
による満洲政策に関する基本文献の一つである。
ロマノフの翻訳[1934a、1934b]は二つ出版されて
いる。岩間徹[1941]は、主にロマノフの著作と
ウィッテの回想録に依拠して叙述しているが、20
 
*環境ツーリズム学部教授 
 
清代マンチュリア史に関する研究史の整理 
－露清関係史、中朝関係史を中心に－ 
 
Reviewing the Historical Studies of Manchuria in the Qing Era 
 
塚 瀬   進 *   
Susumu TSUKASE   
 
長野大学紀要 第35巻第3号   2014 
- 62 - 
 
世紀前後の概略を知るにはよい。 
論文としては、下田禮佐[1930]は清初から天津
条約の締結までの経緯を要領よく述べている。塙
作楽[1940]は、ロシア側の動向は英文著作に依拠
しているが、清朝側の動向は『大清実録』や『籌
辦夷務始末』を使って考察しており有用である。
中国では蒋廷黻[1932]が、清初から北京条約につ
いて概略している。 
 戦後では、吉田金一[1974]が清初から19世紀ま
での概説をバランスよく叙述している。大畑篤四
郎[1967]は、研究整理として有用である。大橋與
一[1974]は、ロシア史の観点からではあるが参考
になる。中国では中国社会科学院近代史研究所
[1978a、1978b、1981、1990a、1990b]が概説書を
刊行している。佟冬主編[1985]は、順治年間から
1920年前後までのロシアと清朝(中華民国)の関係
史について述べている。民衆闘争の叙述に力点を
置いているが、一次史料を多用しており参照する
価値は高い。英文では、19世紀前半については必
ずしもマンチュリアとの関係だけを考察している
わけではないが、Quested[1968]が参考になる。
19世紀後半以降については、Malozemoff Andrew 
[1958]、Quested[1982]が代表的である。概説で
はないが、露清間の国境問題についた考察した
S.C.M.Paine[1996]、マンチュリアへのロシアの
勢力拡大を検証したDavid Wolff[1999]は必読の
研究である。 
 清朝前期の露清関係史の概説については、張維
華[1997]の著作がある。劉毅政[1991]は、ネルチ
ンスク条約締結の前後についての概説である。吉
田金一[1984]はネルチンスク条約前後の露清関係
について、漢文史料とロシア語史料を比較検討し
て考察した優れた研究である。史料、関係文献に
ついては、吉田金一[1978]がまとめている。 
 
②清朝前期－アイグン条約、ペキン条約の締結
まで 
順治年間に起きたロシアと清朝の衝突について
は、阿南惟敬[1964]が考察している。衝突した場
所については、野見山温[1977]、趙鳴岐[1982]が
考証している。順治年間に清朝がマンチュリアで
動員できた兵力は少なかったので、清朝は朝鮮に
援軍を要求していた。朝鮮軍の派兵については、
稲葉岩吉[1934]、楊昭全[1982]が考察している。
藤本幸夫[1991]は、この時参加した朝鮮軍の将軍
申瀏が記述した行中日録である『北征録』の翻訳、
解説をしている。清朝は順治年間では寧古塔を拠
点として、ロシアと抗争していた。寧古塔をめぐ
る状況については、孫秀仁[1979]が考察している。 
 康熙年間の状況については、楠木賢道[1996] 
が1684年(康煕23年)の「黒龍江将軍衙門档案」を
訳出して、アルバジンでの戦い前夜の状況につい
て考察している。康熙帝がおこなった防衛策につ
いては、解立紅[1992]、徐立亭[1999]、白洪希
[1999]、趙文鐸[2001]、楊建林[2007]が明らかに
している。 
アルバジンでのロシアと清朝の戦いについては、
阿南惟敬[1965]、閻崇年[1978]、馮堅[1980]、張
丹卉[2008]が検討している。アルバジンの戦いに
参加した武将郎坦については、関大虹[1994]が考
察している。金鑫[2009]は1685年の第一次アルバ
ジン攻撃で、ロシア人捕虜は何人いたのか、ロシ
ア側から取り戻した「中国人」は何人いたのかを
档案を使って検討している。吉田金一[1969]は、
清朝はアルバジンで捕虜にしたロシア人は「俄羅
斯佐領」に組織し、その子孫は19世紀後半にも実
在していたことを考察している。 
ネルチンスク条約の締結過程については吉田金
一[1981]が、その内容については入江啓四郎
[1967]、野見山温[1959]が検討している。増田忠
雄[1941a]、吉田金一[1983]は、ネルチンスク条約
により定められた国境について考証し、龐昌偉
[2001a、2001b]はネルチンスク条約では未画定で
あった範囲について考察している。 
吉田金一[1980]は、台北の国立中央図書館所蔵
の『吉林九河図』を検討し、この原図がネルチン
スク条約の国境交渉の際に使われたとみなし、清
朝はアムール川河口付近の地理について十分な知
識を持っていたと主張した。これに対して松浦茂
[1997]は、「黒龍江将軍衙門档案」を分析して、ネ
ルチンスク条約締結後の1690年(康熙29年)に清朝
はアムール川左岸に調査隊を派遣して国境策定に
必要な調査をしていたこと、この調査結果をもと
に「吉林九河図」は作成されたと主張した。呉雪
娟[2009]も、「吉林九路図」はネルチンスク条約後
におこなわれた国境巡辺の結果として作成された
と主張している。 
ネルチンスク条約により清朝とロシアの間には
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国境が誕生した。この国境は近代主権国家の国境
のような、厳密かつ排他的なものではなかったが、
両者を分かつ性格は持っていた。ロシアと清朝の
国境についての概略は、増田忠雄[1941c]、矢野仁
一[1944]がまとめている。ネルチンスク条約後の
国境の状況については、呂一燃[1994]、劉遠圖
[1993]が検討している。趙中孚[1970]は、台北の
中央研究院近代史研究所所蔵の档案を使い、国境
交渉の経過について分析している。 
清朝はロシアとの国境付近の状況を知る必要性
を認識し、調査隊を派遣して地図の作成に取り組
んでいた。そうした活動については、松浦茂[1997、
2001]、承志[2007、2009]が考察している。また、
清朝はロシアへの備えとして卡倫を設置し、国境
近隣を定期的に巡察することをはじめた。清朝が
おこなった対ロシア防衛については、呉文銜
[1980]、徐景学[1980]、栗振復[1983]、胡宝林
[1985]、周喜峰[2007]が考察している。卡倫につ
いては、姜涛[1992]、宝音朝克圖[2004、2005]、
関克笑[1985]が検討している。巡察制度について、
宝音朝克圖[2003]は①卡倫に兵士を駐屯させ、周
囲を巡察させる(卡倫巡査)、②卡倫の兵士がきち
んと勤務しているかを巡察する(巡査卡倫)、③定
期的に兵士を国境近隣の巡察に派遣する(察辺)と
いう三形態に分類して説明している。また、李士
良[1978]も参考になる。呉文銜[1982]は巡察制度
の概略について述べ、1851年にアルグン河方面を
巡察した時の報告書（原文は満洲語）を中国語に
訳している。 
清朝の調査隊はアムール川左岸以北に国境の石
碑を立てたが、駐防兵力は右岸に置き、左岸は巡
察で対応していた。つまり、清朝はロシアとの国
境はアムール川左岸以北にあると認識しながらも、
左岸には常駐的な兵力は配備せず、19世紀半ばの
アイグン条約、ペキン条約の締結を迎えた。 
 中国人研究者はロシア語史料の翻訳もおこなっ
ており、ロシア語を習得していない研究者には有
用である。郝建恒[1989]は、17世紀の露清関係に
関するロシア語史料を翻訳している。劉声明
[1998]は、主に1640年代から1680年代までの露清
関係史に関するロシア語史料の翻訳をしている。 
 
③清朝後期－アイグン条約、ペキン条約締結後 
アイグン条約締結前のアムール川流域でのロシ
アの活動については、ネヴェリスコイの事跡を述
べた満鉄弘報課編[1942]が参考になる。また劉淑
杰[1994]も検討している。アイグン条約締結に尽
力したムラヴィヨフの活動については、山添博史
[2003]が考察している。この時の清朝の対ロシア
防衛について孔艶波[2008]は、防備の力点は盛京
に置いていたこと、太平天国の乱鎮圧のため多数
の軍隊は関内に移動していたので、清朝は十分な
対応ができなかった点を指摘した。James 
R.Gibson[1968]は、アムール川流域でのロシア勢
力の拡大過程について述べている。 
 アイグン条約の締結をめぐっては、坂野正高
[1959]、韓来興[1988]、張宗海[1988]が考察して
いる。柳沢明[2010]はアイグン条約以降の露清関
係の変化について、すぐれた分析をしている。天
野尚樹[2001]はアイグン条約により画定した露清
国境について考察し、①地理学上のあいまいさ、
②国境を画定するという行為＝条約認識のあいま
いさ、③領域主権概念のあいまいさ、という３つ
の「あいまいさ」により両国間には認識のズレが
存在したことを指摘した。陸欽墀[1991]は国境画
定をめぐる交渉について検討している。 
 アイグン条約、ペキン条約により新たな国境が
設定されたが、細部については未確定な場所もあ
り、以後ロシアと清朝との間では交渉がおこなわ
れた。東部国境は河川や湖などの自然地理により
画された国境ではなく陸上を国境にしたので、ト
ラブルが頻発した。東部国境の状況については、
戦前では増田忠雄[1937、1939]が考察している。
戦後では吉田金一[1992]が詳細な考証をしている。
中国では姜長斌[2007]が、古代から2004年までの
東部国境の問題について述べている。全体的な論
調は、中国はロシアに苦しめられてきた点の検証
にあるが概略を知るにはよい。王奇[2008]は、東
部国境に関する中国、ロシアの研究成果について
詳細に考察しており、必ず参照しなければならな
い研究である。東部国境については、董万侖[1977、
1978、1979、1981]、歩平[1983]、王寧[1986]、延
辺歴史研究所[1987]、李健才[1991]、王兆明[1993]、
張本政[1993]、呂一燃[1994b]、劉遠圖[1994]、宿
豊林[2011]も考察している。西部国境については、
増田忠雄[1941b]が17～20世紀初頭まで状況につ
いて概観している。また韓狄[2001]も考察してい
る。 
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アイグン条約、ペキン条約以後、ロシアは沿海
州、外バイカル州の経営を始めた。その動向はマ
ンチュリアにも影響をおよぼしたので、その状況
を知る必要がある。日本語ではイゴリ R.サヴェリ
エフ[2005]がもっともまとまっており、19世紀後
半からロシア革命までの時期について考察してい
る。中国語では、王奇[2003]の研究がすぐれてい
る。徐昌漢[1983]は、ロシアの史料館所蔵文書を
使って極東ロシア領の状況について検討し、1880
年代に人口が急増した原因は金鉱の開発が主因で
あり、農業移民の増加ではなかったという論点を
主張している。薛銜天[1991]、王麗恒[2001]、常
勝(B.扎采平)[2008]はロシア人移民やロシアの影
響力拡大が東北アジアにおよぼした影響について
述べている。Mark Bassin[1999]は、極東ロシア
の状況についてロシア人はどのようなイメージを
持っていたのか考察している。 
 何萍[1995、1998]は、極東ロシアでの中国人労
働者の状況、中国人社会の様相について考察して
いる。張宗海[2007、2008]、常勝(B.扎采平)[2007]
も中国人移民の動向について述べている。中国人
移民はしばしばロシア側から排斥されたので、そ
れに抵抗を示すこともあった。こうした点につい
ては、張本政[1979、1980a、1980b]、劉家磊[1980]
が考察している。董万侖[1984]は、19世紀後半に
ウスリー川流域に居た「東海恰喀拉人」が清朝の
領域に移動してきたことについて検討を加えた。 
 アイグン条約によりアムール川左岸はロシア領
になったが、条約締結後すぐにロシアの支配がお
よび、清朝の影響力が消滅したわけではなかった。
劉邦厚[1980]は、アイグン条約締結後も清朝は左
岸方面の巡察をしていたことについて考察してい
る。左岸を開墾した「清朝人」がいたことから、
ロシアとの間にトラブルがあったことは、和田清
[1942]、張本政[1982]、郭燕順[1983]、劉邦厚
[1985]が検討している。葉高樹[1995]はアムール
川流域での露清間のトラブルについて、呂一燃
[1994a]は1896-1908年におこなわれた拉哈蘇蘇の
税関をめぐる露清交渉について档案を使って考察
している。 
 1891年のウスリー鉄道の建設により、東北アジ
アは鉄道の時代に突入した。デヴィド・ウルフ
[1994]はウスリー鉄道の建設が始まると、都市人
口や満洲との国境交易が増加し、極東ロシアの経
済開発はマンチュリアとの経済的、人的依存関係
を深めたことを主張した。マンチュリアと極東ロ
シアとの貿易については、張鳳鳴[1987、1994、 
2002、2003a、2003b、2006]が精力的に考察してい
る。また、郭薀深[1985、1987]、韓来興[1989]、
祁学俊[1991]、王英利[2002] 、費馳[2009]による
研究もある。 
 日清戦争後、清朝はロシアとの間に露清同盟を
結び、ロシアと提携して日本に対抗する方針を打
ち出した。この点については、佐々木揚[1977]の
研究が優れている。また佐々木揚[1979]も必読の
研究史の整理である。中俄密約について中国語論
文では、李玄伯[1950、1962]、周傳儒[1985]、劉
存寛[1987]、王宗遠[2007]がある。 
中東鉄道については麻田雅文[2012]が刊行され、
ロシア語史料に基づき鉄道の経営状況を明らかに
した。この研究により、戦前の満鉄調査書などに
依拠して中東鉄道の状況を述べることは過去と
なった。麻田雅文はロシア語の史料、研究書につ
いては詳しいが、中国語文献については網羅的に
は検討していない。以下では中国語文献を中心に
述べてみたい。 
馬蔚雲[2010]は中東鉄道の建設から、1950年に
ソ連から返還されまでの経緯について概述してい
る。李済棠[1989]は、主に中国側史料に基づき、
中東鉄道の契約が結ばれ、建設が始まるまでの経
過について考察している。呉文銜[1993]も中国語
史料を中心に考察している。鉄道建設をめぐる交
渉については葛風花[1981]、朱従兵[1998]が、鉄
道建設への抵抗については劉家磊[1982]、呉文銜
[2009]が検討している。初代総弁であった許景澄
については、陳志明[1987]がその経歴についてま
とめている。中東鉄道を通しておこなわれた貿易
については、郭薀深[1991]が考察している。経営
動向については、徐日彪[1994]が分析している。
制度的な側面については、石岩[1997]、段光達
[2001]、郭海霞[2009]が検討している。中国側と
中東鉄道がどのような交渉をしていたのかは、現
在でも十分には明らかにはなっていない。喬治忠
[2007]は徐世昌を中心とした交渉について述べて
いる。李朋[2010]は、吉林省、黒龍江省が設置し
ていた鉄路交渉局の動向について考察している。 
 中東鉄道の建設、運営に深くかかわったウィッ
テのマンチュリアに対する政策、志向については
192 
塚瀬 進  清代マンチュリア史に関する研究史の整理 
 
- 65 - 
 
菅原崇光[1966]、呉士英[1988]が検討している。
ロシアによる旅順、大連経営については、政史系
歴史教研室[1978]、邸富生[1979]が述べている。 
 史料集としては、佐々木揚[1993]はロシア語史
料の翻訳をしており大変有用である。吉林省社会
科学院歴史研究所編[1980-82]は、1900-01年にか
けてロシア軍が中国でおこなった軍事行動に関す
るロシア語史料の邦訳をしている。 
 
第２章 朝鮮との関係 
 マンチュリアをめぐる清朝と朝鮮との関係につ
いては、概説ではないが李花子[2006]が概略的な
事実について述べている。研究史の整理について
は、必ずしもマンチュリアと朝鮮との関係をあつ
かった論文だけを紹介しているわけではないが、
陳尚勝[2009]がまとまった整理をしている。 
 
①境界地帯をめぐる問題 
境界地帯をめぐり清朝と朝鮮との間でおこなわ
れた交渉に関する研究論文は、秋月望[2010]が整
理している。17～18世紀にかけての交渉について、
戦前では内藤湖南[1972]、篠田治策[1938]、麻生
武亀[1938]が考察している。中国では多くの研究
成果が出されている。楊昭全[1993]は、古代から
清末までをあつかっているが叙述の中心は清代で
ある。李花子[2011]は、明清時代の中朝辺界史に
ついてまとめている。陳慧[2011]は、清代の中朝
辺界史研究の到達点を示しているすぐれた研究で
ある。 
 康熙年間に設置された穆克登碑の設置は、中朝
辺界史のなかでは重要なテーマのため、多くの論
文が出されている。楊昭全[1981]、張存武[1981]、
徐徳源[1996、1997]、刁書仁[2003]、李花子[2008、
2011]、陳慧[2009a、2009b、2010]、倪屹[2012]、
馬孟龍[2009]らによる研究がおこなわれている。
国境交渉などについては、張存武[1971、1972、
1985]、崇実[1993]、陶勉[1996]、姜龍範[1998a]
が検討している。文純實[2002]は白頭山の定界碑
について朝鮮の人々がどのように考えていたのか
について分析している。 
 19世紀になると清朝と朝鮮の間では、再び国境
についての交渉がおこなわれた。19世紀の交渉に
ついては、戦前では小藤文次郎[1905]、幣原坦
[1909]が検討している。最近刊行された名和悦子
[2012]は、内藤湖南の中朝国境認識について分析
している。秋月望[1989]は、朝鮮側が豆満江北岸
の領有権を主張した背景とその論理について、秋
月望[2002]では1880年代以降の朝鮮側の主張につ
いて考察している。中国では任熙俊[1995]、蔡建
[2004]、趙興元[2001]、衣保中[2009]が検討して
いる。 
19世紀後半にロシアの勢力が拡大したことから、
朝鮮はロシアと国境を接することになった。韓俊
光[1987]は、ロシアと朝鮮の国境付近の状況につ
いて概述している。秋月望[1991]はロシアと朝鮮
との間に国境が成立したことに対して、朝鮮がど
のように対応したのか考察している。張存武
[1991]はロシアと朝鮮の関係変化が中朝関係にお
よぼした影響について、潘暁偉[2011a、20011b]
はロシア領に移住した朝鮮人の動向について検討
している。 
張杰[2008]は朝鮮使節の荷物をどのように輸送
していたのかについて、王燕杰[2011]は越境朝鮮
人が鳳凰城士兵を殺した事件を題材に、清朝と朝
鮮の間でおこなわれていた裁判について考察して
いる。李細珠[2011]は、日韓併合が東三省地方政
府の首脳たちに与えた衝撃、対応策について検討
している。 
 
②朝鮮人移民 
 朝鮮人移民については、孫春日[2009]、孫泓
[2005]が概略についてまとめており、張洪岩
[2011]はその流入状況について考察している。朝
鮮人移民に対する清朝の対応については、姜龍範
[1998b、2000a]、李花子[2004]、寺坂誠記[2008]
が分析している。19世紀後半以降については、田
川孝三[1944、1981]の研究がまとまっている。ま
た、水野明[2003]、田志和[1990]、孫春日[2001、
2002a]、趙興元[2003、2006a、2009] 、楊俊峰[2004]、
張士尊[2007]が検討している。 
朝鮮人移民が移住した鴨緑江流域の状況につい
ては、秋月望[1983]、張士尊[2005] 、李花子[2005]、
廉松心[2009、2010、2011]が述べている。山本進
[2010、2011]は、近年の研究成果を消化するとと
もに、新たに刊行された史料の分析を通じて鴨緑
江流域の開墾状況について考察している。朝鮮人
移民が地域開発に貢献した点を指摘したものには、
呂光天[1957]、方衍[1990]がある。朴吉春[1989]
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は、『東三省政略』が朝鮮人の清朝籍取得について
どう記述しているか述べている。 
 移住後の動向については、高永一[1986]が清代
から1920年までの状況について概述している。朴
昌昱[1995]は、清代から満洲国期までの在満朝鮮
人について著者が書いてきた論文を集めており、
在満朝鮮人の概況について知ることができる。鶴
島雪嶺[1997]は現代の状況についても述べている
が、概略を知るにあたっては参照の価値はある。
楊昭全[2007]は必ずしも在満朝鮮だけを対象にし
てはいないが、参考になる記述は多い。 
 
③交易関係 
 清朝と朝鮮は豆満江、鴨緑江を境界とした陸上
交易をおこなっていた。戦前では鶴見立吉[1926]
が検討している。張存武[1978]は清初から19世紀
末までの交易動向を明らかにしており、まず参照
すべき研究である。全般的な交易状況ついては、
朴京才[2006]、費馳[2006、2007]、趙興元[2006b、
2006c]、李宗勛[2007]が考察している。会寧・慶
源開市については、寺内威太郎[1983、1985、1998、
1999a、1999b、2001]が精力的に研究している。中
国では郭慶涛[1997]が考察している。延辺などの
間島を通じての交易については、鶴島雪嶺[2000]、
王臻[1999]、費馳[2010]、 李暁光[2011]が、交易
の動向について述べている。鴨緑江近隣でおこな
われた交易については、寺内威太郎[1986、1992] 、
陶勉[1987] 、王臻[2002]が検討している。 
日本の勢力が朝鮮に拡大するに伴い、朝鮮北部
から日本へ至る貿易径路が注目され、日本はその
拡充を模索していた。この点については、鈴木武
雄[1938]、西重信[1995]が考察している。19世紀
後半に会寧・慶源開市などの辺市は廃止され、新
たに貿易章程が締結された経緯については、秋月
望[1985]が考察している。張杰[2010]は入関前後
の寧古塔、吉林烏喇、琿春と朝鮮との交易につい
て、楊軍[2010]は中朝交易における攬頭の役割に
ついて述べている。 
 
④間島問題および史料 
 間島に移住した朝鮮人は多く、清朝も朝鮮人移
民に配慮した対応をしていた。その一方で日本の
影響力が間島にも伸張したので、間島の状況は複
雑化した。戦前では天野元之助[1931]、百瀬弘
[1934]が間島をめぐる状況について述べている。
日本、清朝、朝鮮の三者の思惑が交錯する状況を
分析した研究としては李盛煥[1991]があり、清代
以降の間島をめぐる日中朝の関係についてすぐれ
た考察をしている。金春善[2001]は、19世紀から
1915年の「南満東蒙条約」までの延辺における朝
鮮人の状況について検討している。白榮勛[2005] 
は、間島協約(1909年)の交渉過程を考証し、さら
には間島協約がその後の在満朝鮮人にどのような
影響をおよぼしたのかを、日本側、中国側の史料
の双方を使って立論している。間島の朝鮮人の状
況については、小林玲子[2005、2007、2008、 
2010]が精力的な研究をおこなっている。また、鶴
島雪嶺[1979]、寺坂誠記[2004]、姜龍範[2000b]
も検討している。李洪錫[2002]は日清戦争時の延
辺の朝鮮人の動向について述べている。1907～10
年に呉録貞が間島でおこなった改革については、
徐風晨[1983]、呉忠亜[1984]、靳大経[1991]が検
討している。 
間島への日本の勢力拡大については西重信
[1978、1987]、高興民[1987]、姜龍範[1999a、1999b]
が考察している。日露戦争後の日本と清朝との間
の交渉について、日本では林正和[1960]、野村乙
二朗[1973]、森山茂徳[1985]、盧啓鉉[1987]、谷
川雄一郎[2000]による研究がおこなわれている。
中国では韓香蘭[2000]、孫春日[2002b]、衣保中
[2005]、李澤昊[2007]、蘇久青[2008]が検討して
いる。姜龍範[2001]は、間島の朝鮮人に日中両国
が領事裁判権をどのように行使したのか分析して
いる。松本英紀[1980]は宋教仁と間島とのかかわ
りについて、鶴島雪嶺[2000]は日本人、朝鮮人の
間島観について述べている。 
史料について、中国第一歴史档案館編[1996]は
中朝関係に関する光緒年間の档案を収録している。
この続編として中国第一歴史档案館編[1998]が刊
行され、乾隆、嘉慶、道光、咸豊、同治、宣統年
間の档案を収録している。吉林省档案館[2000] は、
1871年(同治10年)から1911年(宣統３年)の間に吉
林将軍が関わった案件についての档案を編集して
いる。吉林省档案館[1999]は、敦化方面に移住し
てきた朝鮮人についての档案を活字化している。
吉林師範学院古籍研究所[1995]は、『清実録』から
中朝関係の記事を抽出している。刁書仁[1996]は
中朝関係の地理書を集めており、楊昭全[1994]は
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中朝国境に関する史料を編集している。高永一
[1989]は、明清時代における朝鮮人の流入、定着
後の状況についての史料を集めている。張杰
[2009]が所収する朝鮮側が作成した史料も、朝鮮
との関係を考察するさいには有用である。 
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